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公
共
施
設
あ
り
方
計
画
が
提
案

さ
れ
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
示
さ
れ
て

い
る
が
、
高
浜
小
学
校
整
備
の
複
合

化
に
関
連
し
て
、
大
山
公
民
館
を
取

り
壊
し
た
後
の
利
用
は
大
丈
夫
な
の

か
。

　
　

大
山
公
民
館
に
つ
い
て
は
機
能

重
視
で
取
り
組
む
た
め
、
利
用
者
と

話
し
合
っ
て
、
ど
う
す
る
か
決
め
て

い
き
ま
す
。

　
　

行
政
に
よ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計

画
に
対
し
て
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
状

況
に
置
か
れ
て
い
る
の
か
。
ど
う
し

て
こ
れ
ら
の
施
設
が
、
統
廃
合
の
対

象
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

施
設
に
は
、
別
の
使
い
道
は
な
い
の

か
。
施
設
が
な
く
な
っ
て
も
コ
ミ
ニ

ュ
テ
イ
が
存
続
す
る
た
め
に
は
、
ど

う
し
た
ら
よ
い
の
か
な
ど
、
住
民
に

よ
っ
て
熟
慮
さ
れ
る
べ
き
事
柄
は
多

い
も
の
が
あ
り
、
住
民
に
周
知
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
周
知
は
ど
う

す
る
の
か
。

　
　

11
月
か
ら
地
域
で
５
カ
所
説
明

会
を
行
い
、
出
前
講
座
も
希
望
が
あ

れ
ば
行
う
考
え
で
す
。

　
　

昨
年
の
説
明
会
の
よ
う
に
、
5

カ
所
で
１
４
６
人
の
参
加
者
で
は
少

な
く
問
題
で
あ
る
。
昼
夜
行
っ
て
、

参
加
し
や
す
い
体
制
を
と
る
べ
き
と

考
え
る
が
。

　
　

夜
だ
け
の
予
定
で
す
。

　
　

平
成
28
年
に
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ル
を
解
体
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
が
、
代
わ
り
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　

高
浜
小
学
校
体
育
館
等
で
、
代

わ
り
は
行
っ
て
い
た
だ
く
。
利
用
者

に
は
不
都
合
も
あ
る
と
考
え
る
。

　
　

刈
谷
豊
田
総
合
病
院
高
浜
分
院

を
持
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
中
央
公
民
館
跡
地
に
建
て
る
要

因
は
。
ま
た
、
病
院
を
豊
田
会
に
建

て
て
も
ら
っ
て
、
20
億
円
補
助
金
を

出
す
と
い
う
が
、
今
の
よ
う
に
赤
字

補
て
ん
も
出
す
の
か
。

　
　

現
在
の
場
所
で
は
、
形
が
い
び

つ
で
建
て
直
し
が
難
し
い
。
土
地
を

探
し
た
が
、
市
民
セ
ン
タ
ー
は
地
理

的
に
も
現
在
と
近
い
の
で
最
適
と
な

っ
た
。
赤
字
補
て
ん
は
、
今
後
は
し

な
い
。

　
　

豊
田
会
に
移
譲
し
た
と
き
も
市

民
の
声
を
聞
く
こ
と
を
し
な
か
っ
た

が
、
今
回
も
聞
く
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問

問問問問

問 答

答答答答答

公
共
施
設
あ
り
方
計
画

推
進
事
業
に
つ
い
て

内藤 とし子 議員

●
商
業
振
興
施
策
に
つ
い
て
（
紫
波

町
）

「
オ
ガ
ー
ル
紫
波
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
つ
い
て
視
察
を
し
ま
し
た
。

そ
の
取
り
組
み
は
、
Ｊ
Ｒ
新
駅
の
誘

致
と
駅
前
開
発
、
庁
舎
の
老
朽
化
に

よ
る
建
て
替
え
問
題
、
図
書
館
の
新

設
要
望
等
に
対
し
て
、
10
年
塩
漬
け

と
な
っ
て
い
た
町
有
地
を
一
体
的
に

有
効
活
用
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

当
時
の
町
長
と
元
Ｕ
Ｒ
職
員
が
主
導

し
、
紫
波
町
公
民
連
携
基
本
計
画
を

策
定
。
こ
の
計
画
の
目
的
に
は
、
町

民
の
資
産
で
あ
る
町
有
地
を
活
用
し

て
、
財
政
負
担
を
最
小
限
に
抑
え
な

が
ら
、
公
共
施
設
整
備
と
民
間
施
設

と
を
、
複
合
的
に
開
発
す
る
こ
と
が

う
た
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
公
民
連
携

に
よ
り
、
公
共
施
設
整
備
や
経
済
、

都
市
開
発
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
を

効
果
的
に
進
め
、
行
政
と
民
間
の
役

割
分
担
や
情
報
交
換
を
ス
ム
ー
ズ
に

行
い
、
公
の
良
い
部
分
、
民
の
良
い

部
分
を
し
っ
か
り
と
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

●
災
害
施
策
に
つ
い
て
（
仙
台
市
）

仙
台
市
の
「
地
域
版
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
運
営
」
に
つ

い
て
視
察
を
し
ま
し
た
。
仙
台
市
は
、

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
、
甚
大
な
被
害

を
受
け
、
被
災
後
、
対
応
に
奔
走
し

た
実
際
の
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓

や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
基
に
ま
と

め
ら
れ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
、

作
成
に
至
っ
た
背
景
か
ら
注
意
点
に

至
る
ま
で
、
貴
重
な
説
明
を
担
当
部

署
か
ら
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
市
民
の
総
合
力
に
よ
る
防
災
」

が
今
後
さ
ら
に
重
要
に
な
る
と
い
う

観
点
か
ら
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め

る
た
め
に
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や

総
務
建
設
委
員
会

行
政
視
察

（
岩
手
県
紫
波
町
、宮
城
県
仙
台
市
）
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訓
練
に
お
け
る
協
働
の
強
化
、
地
域

ご
と
の
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
と
活
用
、
地
域
活
動
を
通
じ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
関
係
の
構

築
、
地
域
で
の
防
災
訓
練
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
な
ど
が
有
効
で
あ
り
、
ま

た
、
日
頃
か
ら
の
防
災
に
対
す
る

個
々
の
意
識
が
大
変
重
要
で
あ
る
と

と
も
に
市
民
一
人
ひ
と
り
、
地
域
団

体
、
企
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
体

と
行
政
が
連
携
・
協
働
し
て
い
く
こ

と
が
非
常
に
大
切
で
あ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

●
障
が
い
者
千
人
雇
用
に
つ
い
て

（
総
社
市
）

総
社
市
は
、
平
成
20
年
の
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
で
、
市
内
で
2
千
人
以

上
が
職
を
失
い
、
有
効
求
人
倍
率
も

過
去
最
低
と
い
う
状
況
下
、
こ
ん
な

時
こ
そ
支
援
す
べ
き
は
障
が
い
者
で

あ
る
と
の
、
市
長
の
熱
い
思
い
か
ら
、

平
成
23
年
5
月
「
障
が
い
者
千
人
雇

用
委
員
会
」
組
織
を
設
置
し
、
12
月

に
は
、
基
本
的
事
項
や
市
・
企
業
・

市
民
の
役
割
等
を
明
文
化
さ
せ
る

「
障
が
い
者
千
人
雇
用
推
進
条
例
」

を
制
定
。
24
年
4
月
、
老
後
の
居
住

支
援
等
を
視
野
に
入
れ
た
、
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
支
援
「
障
が
い
者
千
人
雇

用
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
。
26
年
6
月

に
は
、
一
般
就
労
へ
6
か
月
以
上
移

行
経
過
し
た
方
に
、
10
万
円
を
支
給

す
る
独
自
施
策
「
就
労
移
行
支
援
金

制
度
」
の
創
設
等
、
市
・
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
・
商
工
会
議
所
と
共
に
、
一
人

ひ
と
り
、
そ
の
人
に
合
っ
た
形
で
の

就
業
・
生
活
支
援
等
が
、
継
続
的
に

受
け
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
行

い
つ
つ
、
市
民
、
企
業
等
に
雇
用
状

況
等
を
報
告
、
理
解
を
求
め
た
事
業

と
の
こ
と
。

当
初
1
8
0
名
の
就
労
が
、
27
年

6
月
に
は
、
8
6
5
名
に
な
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

●
教
育
の
ま
ち
池
田
・
小
中
一
貫
教

育
に
つ
い
て
（
池
田
市
）

池
田
市
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
変
化

の
激
し
い
社
会
を
力
強
く
生
き
抜
き
、

次
代
を
担
え
る
大
人
に
な
る
よ
う
に
、

義
務
教
育
9
年
間
を
一
体
的
に
捉
え

た
、
小
小
連
携
、
小
中
連
携
、
施
設

分
離
型
小
中
一
貫
教
育
の
推
進
を
、

全
市
的
に
展
開
し
て
き
た
が
、
本
年

度
4
月
か
ら
、
同
じ
敷
地
内
で
、
9

年
間
、
と
も
に
学
び
合
う
、
施
設
一

体
型
の
小
中
一
貫
校
が
１
校
開
校
し

た
と
の
こ
と
。

学
習
面
、
生
活
面
に
お
い
て
一
貫

性
・
連
続
性
の
あ
る
指
導
を
充
実
さ

せ
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
豊

か
な
「
学
び
」
「
育
み
」
教
育
へ
と
、

つ
な
が
る
か
、
評
価
等
注
視
し
て
い

き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

●
校
長
経
営
戦
略
予
算
に
つ
い
て

（
大
阪
市
）

大
阪
市
で
は
、
保
護
者
及
び
地
域

住
民
と
連
携
、
協
力
を
図
り
、
子
ど

も
の
最
善
の
利
益
を
実
現
さ
せ
る
た

め
、
学
力
・
体
力
・
道
徳
・
体
験
学

習
等
の
学
校
運
営
に
関
し
、
校
長
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
を
実
施
す
る
学
校

に
対
し
、
基
本
予
算
20
万
円
と
は
別

に
、
加
算
予
算
5
0
0
万
円
を
上
限

に
、
配
布
さ
れ
る
事
業
で
あ
る
と
の

こ
と
。

平
成
25
年
度
で
は
、
4
5
9
校
中
、

約
79
％
の
申
請
に
対
し
、
75
校
約
21

％
の
加
算
対
象
校
が
あ
り
、
平
均
加

算
配
布
額
は
、
約
3
0
0
万
円
と
の

こ
と
。
今
年
度
は
約
96
％
の
申
請
が

あ
り
、
50
％
の
加
算
対
象
校
を
目
標

と
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

●
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
つ

い
て
（
豊
中
市
）

豊
中
市
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
、

就
労
支
援
施
策
の
新
た
な
展
開
と
し

て
、
複
雑
な
就
労
阻
害
要
因
を
有
す

る
相
談
者
、
高
齢
者
、
若
者
、
単
身

女
性
、
母
子
家
庭
の
母
、
障
が
い
者

な
ど
、
暮
ら
し
が
崩
れ
か
け
た
層
に

対
す
る
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
対
策
と
し

て
「
く
ら
し
再
建
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
、
経
済
的

困
窮
者
だ
け
で
な
く
、
社
会
的
孤
立

等
の
困
窮
状
態
へ
の
対
応
等
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
、
一
人
ひ
と
り
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た
、
支
援
を

行
い
、
地
域
住
民
総
出
で
支
え
合
う
、

地
域
社
会
ぐ
る
み
の
「
総
合
相
談
」

仕
組
み
づ
く
り
等
、
ハ
ザ
マ
を
埋
め

る
支
援
体
制
の
構
築
に
取
り
組
ん
で

い
る
事
業
と
の
こ
と
。

支
援
体
制
や
運
営
体
制
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
制
度

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
十
分
に
機

能
し
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

福
祉
文
教
委
員
会

行
政
視
察

（
岡
山
県
総
社
市
、大
阪
府
池
田
市
、大
阪
市
、豊
中
市
）

日
程　

平
成
27
年
７
月
６
日
〜
８
日


